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新潟県では、「いじめ見逃しゼロ県民運動」を県を挙げて行っており、6 月・11 月は強

調月間となっています。 

「いじめ」に対して、なぜこのように大々的な取り組みが行われるのでしょうか。それ
は大切な命を奪う危険があるからです。かけがえのない命を守るために、少しでも早く発
見につなげ、命を守りたいからです。 

 
近年は、いじめの事実が見えにくく、関係性が複

雑化していることやスマホやタブレットの保有率
が増加するとともに、根拠があいまいのまま情報が
拡散される「ネットいじめ」が急増しています。 
いじめには従来、いじめられる側にも理由がある

から仕方がないという意見もありました。しかし、
理由がどうあれ、いじめを容認してよいことにはな
りません。 
また、平成 25 年制定の「いじめ防止対策推進法」

には、『当該行為の対象となった児童生徒が「心身
の苦痛」を感じているもの（第 2条第 1項）といじ
めが定義されました。 

 
いじめは、どの学校でも、いつ起こっても不思議ではありません。しかし、いじめを重

大にしないために、いじめの四層構造にある「傍観者」がいじめにストップをかける重要
な役割を果たします。 

あなたの周りで、これはいじめではないかなと感じることやいじめの事実があったなら、
「命にかかわる重大なことなんだ」という自覚をもって助けを求めてください。 
「いじめはいけない」「やめようよ」という気持ちがあっても、いじめが起こっている

場面で、それを実行に移すことが難しい状況があるときは、次のような行動を取ってくだ
さい。 

〇 相談できる身近な大人（学級担任、養護教諭、話しやすい先生、保護者、スクール
カウンセラー等）に話す。  

〇 上越市や新潟県のいじめ相談窓口に相談する。 
〇 月末アンケートなどに記入する。 
〇 相談できる友達に話す。（△△さんのことが心配なんだけど・・） 
 
一人一人の命を守るために、「あれ、変だな」といういじめへの感度と相手への関心を

高め、いじめが起こってしまってもすぐに対応できる清里中学校にしていきます。そして、
いじめ防止に生徒・教職員が全力で取り組んでいきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高特交流会（高田特別支援学校１年生との交流会）大成功！ 
５月 24 日（水）、オンラインにて高特交流会を行いました。交流を通して相手のことはもちろん、

自分たちのことについても発見し直す機会になりました。 

前のめりに、画面の向こうの様子を見て、聞いて、そして反応して、素晴らしい態度でした。 

１年生の感想にもあったように、次回は実際に会って交流できればと思っています。 

中学校や清里のことをたくさん紹介しました。発表を聞いて、清里に興味を持ってくれた高特の

みなさんは７月７日に、星のふるさと館へ校外学習を予定しているそうです。嬉しいですね。 

スライドの文字を大きくしたり、ひらがなやふりがなをたくさん使ったり、また、ゆっくりと聞

きやすいように話せたと思います。写真やイラストにも力を入れ、少しでも相手に届くように工夫

できました。 

今回培った思いやりの心をこれからも大切にすれば、さらに素敵な集団になると信じています。 

 

１年生のすごいところ❶😋給食なら任せて もりもり食べています😋 
 １年生のすごいところ第１回目は、「給食」です。聞けば小学校の頃から 

ということですが、とにかく給食を残さず、もりもりおいしく食べる姿は、 

頼もしい！の一言です。調理員さんは、多めにご飯を入れてくださったり、 

おまけを入れてくださったり。感謝の気持ちでいただいています。 

 食事をしっかりするということは、学習や運動のエネルギーとして有効に 

活用できるということです。 

もうすぐ初めての定期テストがあります。 

                      ぜひ、給食で得たパワーを発揮して 

                      テスト勉強をがんばり、初定期テストを１年生 

みんなで乗り切りましょう！                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全力で取り組んだ３日間！職場体験学習を終えて 
 

 ５月 30日から３日間、清里区内の事業所を中心に職場体験学習を行いました。１日目「緊張した

けれど、頑張った」２日目「大変だったけれど楽しかった」３日目「最終日にふさわしい１日にな

った」など、生徒たちの帰着の報告を受け、日ごとにステップアップする様子を感じることが出来

ました。書かれた礼状には、事業所の方々への感謝の気持ちが自分の言葉で綴られていました。た

くさんの方々に支えられ、無事職場体験学習ができましたことに感謝申し上げます。 

「職場体験日誌」に書かれた内容を紹介します。 

 

【生徒】どんなことにも真剣に取り組む姿勢を見習いたいと思います。接客の仕事もお客様にわか

りやすく優しく接する姿は「さすが」と思いました。僕もできるようになりたいです。 

 

【保護者の方】毎日いろいろなことを学び、感じてくる姿がとても楽しそうでした。親としてお世

話になった職場の方々への感謝の気持ちでいっぱいです。仕事の熱意、大変さ、温かさ、いろいろ

なことを学び毎日毎日感じたことを教えてくれました。今回の職場体験に携わったすべての人に感

謝し、またひとつ成長した姿をみせてくれることを期待しています。 

 

【事業所の方】 

３日間ご苦労様でした。毎朝元気に挨拶してくれて、私たちも 

二人から元気をもらいました。色々な仕事を経験してもらい 

ましたが、櫛池のことを知ってもらい、好きになってほしい 

気持ちが伝われば嬉しいです。 

 

体調を崩すことなく、けがもなく、３日間全員が仕事を全う 

出来ました。次は CM 作りに取りかかります。 
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今年度の「総合」がスタートしました！ 
１年時に「高田特別支援学校との交流」、２年時に「職場体験」に取り組んできた総合的な学習の

時間ですが、今年度は、「地域社会に目を向け、地域の人たちと交流」を目標にした活動を展開しま

す。その取組のひとつが８月５日（土）に開催される坊太郎祭りへの参画です。地域に生活する一

員として、祭りを盛り上げることに一役買おうという試みです。学級で模擬店の出店計画を作成し、

きよさと夏祭り実行委員会に提出しました。その出店計画を実行委員会で審議して 

いただき、本格的な準備段階に入ります。なんとか、出店にこぎつけたいものです。 

生徒の活動を楽しみにしてください。他にも、地域に主眼を置いた活動を検討中で 

す。愛する「清里」の発展の一助となるように活動していきます。 

 

地区大会、そして定期テストへ！！ 
 今年度最初の定期テストが 30 日（金）から始まります。６日（火）の１限に、学習計画を立案し

ました。計画的な学習、学習量の確保が望まれます。 

どうしたことでしょう？５月末あたりから、生徒の数人が何かに必死に取り組んでいたのです。

よく見てみると、漢字検定に向けた学習でした。６月８日（金）に実施された漢字検定に向け「す

き間時間」を見つけて取り組んでいたのでした。その向上心に驚かされるとともに、頭の下がる思

いがしました。受検者全員の合格を願いたいものです。それが一段落ついたら、部活動の地区大会、

そして定期テストへとシフトチェンジし、全集中で悔いを残さないよう、それぞれにとって最良の

結果が出るように頑張りましょう！保護者の皆様、温かい激励の言葉、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 11 日（水）に、清里小学校にて、学校運営協議会を開催しました。学校経営方針や学校評価

計画、夢・志チャレンジ事業など、中学校の取組を説明したり、令和５年度の取組について協議し

たりしました。その後、総合的な学習の時間の充実に向けて、打合せを行いました。学校運営競技

委員の皆様は、次のとおりです。１年間よろしくお願いいたします。 

会長： 中村 昇一 様 委員：森田 昭彦 様 委員：田村 秀雄 様 委員：黒田 陽子（校長） 

副会長：稲葉 浩一 様 委員：倉又久美子 様 委員：樋口 竜也 様  

委員： 阿部 忠行 様 委員：笹川 義幸 様 委員：古澤 勇也 様  

委員： 佐藤 信二 様 委員：髙木  桂 様 委員：遠藤 哲也 様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ６月２日（金）に避難訓練が行われました。今回は、震度５強を想定し、小中合同の引き渡し訓

練でした。平日の忙しい中ですが、保護者の皆様からご協力いただき、無事に訓練を終えることが

できました。避難中の生徒の様子は素晴らしく、私語なく速やかに避難場所の体育館に移動するこ

とができました。生徒の振返りでは、「実際に起きたときのことや起震車体験で体験した揺れを想像

して行動することができました。」「日頃から家族と避難経路などについて話しておきたいと思いま

した。」など、真剣な取組がうかがえる記述が見られました。 

 
【避難の様子】    【話を聞いている様子】     【引き渡し訓練の様子】 

 

 

 

 

 



 

 
５月 11 日（水）に、コミュニケーションの大切さを知ることや相手の立場になって考えて行動す

ること、仲間との絆を深めることを目的として「ぽかぽか交流会」を行いました。今年度は、生徒

会本部が、全校で楽しめるよう新たな活動を考えました。１～３年生の縦割り班「人間関係プロジ

ェクト」を基本に、「清里中逃走中」「ムービー制作 ○○のよいところ」「№１をめざせ 野外調理

活動」「ムービー発表会」「全校写真撮影」をとおして、清里中が一つになった一日となりました。 

 
   【清里中逃走中】       【ムービー制作】          【調理】 

 
    【火起こし】         【鍋洗い】         【ムービー制作】 

     
【全校写真撮影】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月７日（水）の地区大会壮行式では、スポーツヘルス委員長の吉津さんのリードの下、全校生

徒で野球部と卓球部、陸上競技部の活躍を祈念して、全校生徒で応援を行いました。忙しい中、２

名の保護者の皆様からご参観いただきました。ありがとうございました。 

 
 


